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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再生装置によって再生される情報を情報記録媒体に記録するための情報記録装置であっ
て、
　複数のデータグループに対応する実体情報としての記録情報から圧縮多重信号を生成す
る手段と、
　前記情報を再生する者の指定により前記再生装置において実行される特定再生動作が禁
止されているか否かを夫々示し且つ各々が１ビットデータである複数の第１動作禁止情報
を含み更に前記複数のデータグループについての付加情報信号を生成する手段と、
　前記複数のデータグループの各々について制御情報を生成する手段と、
　前記圧縮多重信号と前記付加情報信号と前記制御情報から記録信号を生成する手段と、
　前記記録信号を前記記録媒体に記録する手段と、
　を備え、
　各前記第１動作禁止情報の記録位置が夫々異なる特定再生動作に対応しており、
　前記制御情報は、夫々が前記特定再生動作が禁止されているか否かを夫々に示し且つ各
々が１ビットデータである複数の第２動作禁止情報を含み、
　各前記第１動作禁止情報が対応する前記特定再生動作の当該第１動作禁止情報としての
配列順と、各前記第２動作禁止情報が対応する前記特定再生動作の当該第２動作禁止情報
としての配列順と、が同一となるように、各前記第１動作禁止情報及び各前記第２動作禁
止情報とが配列されることを特徴とする情報記録装置。
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【請求項２】
　前記実体情報は階層的な論理構造を有するように記録され、前記第１動作禁止情報は前
記論理構造における所定の階層に対応することを特徴とする請求項１記載の情報記録装置
。
【請求項３】
　前記記録媒体はマスタディスクであることを特徴とする請求項１又は２記載の情報記録
装置。
【請求項４】
　前記マスタディスクを用いてレプリカディスクを製造する手段をさらに備えることを特
徴とする請求項３記載の情報記録装置。
【請求項５】
　前記第１動作禁止情報の内容は、前記第２動作禁止情報の内容よりも優先して適用され
る内容であることを特徴とする請求項１から４のいずれか一に記載の情報記録装置。
【請求項６】
　複数のデータグループに対応する実体情報と、管理情報と、前記管理情報に含まれて、
前記管理情報に基づく再生中に前記情報を再生する者の指定により前記再生装置において
実行される特定再生動作が禁止されているか否かを夫々示し且つ各々が１ビットデータで
ある複数の第１動作禁止情報を含み更に前記複数のデータグループについての付加情報と
、前記複数のデータグループの各々についての制御情報であって、夫々が前記特定再生動
作が禁止されているか否かを夫々に示し且つ各々が１ビットデータである複数の第２動作
禁止情報を含む制御情報と、が記録された記録媒体から情報を再生するための情報再生装
置であって、
　各前記第１動作禁止情報の記録位置が夫々異なる特定動作に対応しており、
　各前記第１動作禁止情報が対応する前記特定再生動作の当該第１動作禁止情報としての
配列順と、各前記第２動作禁止情報が対応する前記特定再生動作の当該第２動作禁止情報
としての配列順と、が同一となるように、各前記第１動作禁止情報及び各前記第２動作禁
止情報とが配列されていると共に、
　前記記録媒体から前記実体情報及び第１動作禁止情報を読み取る読取手段と、
　所定の動作を指定するための指定手段と、
　前記第１動作禁止情報又は前記第２動作禁止情報の少なくともいずれか一方が前記指定
手段によって指定された所定の動作の禁止を示している場合には、前記所定の動作が実行
されないよう制御する制御手段と、
　を備えたことを特徴とする情報再生装置。
【請求項７】
　前記実体情報は階層的な論理構造を有するように記録され、前記管理情報は前記論理構
造における所定の階層に対応することを特徴とする請求項６記載の情報再生装置。
【請求項８】
　前記第１動作禁止情報の内容は、前記第２動作禁止情報の内容よりも優先して適用され
る内容であることを特徴とする請求項６又は７に記載の情報再生装置。
【請求項９】
　情報記録媒体に、再生装置によって再生される情報を記録するための情報記録方法であ
って、
　複数のデータグループに対応する実体情報としての記録情報から圧縮多重信号を生成す
る工程と、
　前記情報を再生する者の指定により前記再生装置において実行される特定再生動作が禁
止されているか否かを夫々示し且つ各々が１ビットデータである複数の第１動作禁止情報
を含み更に前記複数のデータグループについての付加情報信号を生成する工程と、
　前記複数のデータグループの各々について制御情報を生成する手段と、
　前記圧縮多重信号と前記付加情報信号と前記制御情報から記録信号を生成する工程と、
　前記記録信号を前記記録媒体に記録する工程と、
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　を備え、
　各前記第１動作禁止情報の記録位置が夫々異なる特定再生動作に対応しており、
　前記制御情報は、夫々が前記特定再生動作が禁止されているか否かを夫々に示し且つ各
々が１ビットデータである複数の第２動作禁止情報を含み、
　各前記第１動作禁止情報が対応する前記特定再生動作の当該第１動作禁止情報としての
配列順と、各前記第２動作禁止情報が対応する前記特定再生動作の当該第２動作禁止情報
としての配列順と、が同一となるように、各前記第１動作禁止情報及び各前記第２動作禁
止情報とが配列されることを特徴とする情報記録方法。
【請求項１０】
　前記実体情報は階層的な論理構造を有するように記録され、前記第１動作禁止情報は前
記論理構造における所定の階層に対応することを特徴とする請求項９記載の情報記録方法
。
【請求項１１】
　前記記録媒体はマスタディスクであることを特徴とする請求項９乃至１１のいずれか一
に記載の情報記録方法。
【請求項１２】
　前記マスタディスクを用いてレプリカディスクを製造する工程をさらに備えることを特
徴とする請求項１１記載の情報記録方法。
【請求項１３】
　前記第１動作禁止情報の内容は、前記第２動作禁止情報の内容よりも優先して適用され
る内容であることを特徴とする請求項９から１２のいずれか一に記載の情報記録方法。
【請求項１４】
　複数のデータグループに対応する実体情報と、管理情報と、前記管理情報に含まれて、
前記管理情報に基づく再生中に、前記情報を再生する者の指定により前記再生装置におい
て実行される特定再生動作が禁止されているか否かを夫々示し且つ各々が１ビットデータ
である複数の第１動作禁止情報を含み更に前記複数のデータグループについての付加情報
と、前記複数のデータグループの各々についての制御情報であって、夫々が前記特定再生
動作が禁止されているか否かを夫々に示し且つ各々が１ビットデータである複数の第２動
作禁止情報を含む制御情報と、が記録された記録媒体から情報を再生するための情報再生
方法であって、
　各前記第１動作禁止情報の記録位置が夫々異なる特定動作に対応しており、
　各前記第１動作禁止情報が対応する前記特定再生動作の当該第１動作禁止情報としての
配列順と、各前記第２動作禁止情報が対応する前記特定再生動作の当該第２動作禁止情報
としての配列順と、が同一となるように、各前記第１動作禁止情報及び各前記第２動作禁
止情報とが配列されていると共に、
　前記記録媒体から前記実体情報及び第１動作禁止情報を読み取る工程と、
　所定の動作の指定を受け付ける工程と、
　前記第１動作禁止情報又は前記第２動作禁止情報の少なくともいずれか一方が指定され
た所定の動作の禁止を示している場合には、前記所定の動作が実行されないよう制御する
工程と、
　を備えたことを特徴とする情報再生方法。
【請求項１５】
　前記実体情報は階層的な論理構造を有するように記録され、前記管理情報は前記論理構
造における所定の階層に対応することを特徴とする請求項２３記載の情報再生方法。
【請求項１６】
　前記第１動作禁止情報の内容は、前記第２動作禁止情報の内容よりも優先して適用され
る内容であることを特徴とする請求項１４又は１５に記載の情報再生方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、ＤＶＤに代表される映像、音声等の情報を高密度に記録可能な高密度光ディス
ク等の情報記録媒体、並びに当該情報記録媒体に情報を記録するための記録装置、及び当
該情報記録媒体から情報を再生するための再生装置の技術分野に属する。
【０００２】
【従来の技術】
従来は、映像、音声等の情報が記録された光ディスクとしては、いわゆるＬＤ（Laser Di
sk）、ＣＤ（Compact Disk）等が広く一般化している。
【０００３】
これらのＬＤ等においては、映像情報や音声情報が、各ＬＤ等が有する再生開始位置を基
準とした夫々の情報を再生すべき時刻を示す時間情報と共に記録されている。このため、
記録されている情報を記録されている順序で再生する一般的な通常再生の他、例えば、Ｃ
Ｄにおいては、記録されている複数の曲のうち、聞きたい曲のみを抽出して聞いたり、再
生順序をランダムに変えて聞く等の再生が可能である。
【０００４】
しかしながら、上記ＬＤ等においては、表示される映像や再生される音声について視聴者
が選択枝をもち、当該視聴者がそれらを選択して視聴する等のいわゆるインタラクティブ
な変化に富んだ再生はできないという問題点があった。
【０００５】
即ち、例えば、最近のゲーム用や教育用のパソコンのソフトウエアにみられるような「問
題」を表示等した後に視聴者が入力した「答え」の内容に応じて異なる表示や音声出力等
をするようなインタラクティブな再生（例えば、「答え」が正解である場合には、正解に
対応した映像及び音声を再生し、この「答え」が間違いである場合には、間違いに対応し
た映像及び音声を再生すること）ができないのである。
【０００６】
一方、現在、上記従来のＣＤに対して、光ディスク自体の大きさを変えずに記憶容量を約
１０倍に向上させた光ディスクであるＤＶＤにおけるインタラクティブな再生についての
提案や開発がなされている。
【０００７】
このＤＶＤを再生するプレーヤにおいても、その性質上、ＬＤプレーヤと同じようにサー
チ（検索）、スキャン（早見チェック）操作、リバース（逆方向）再生、スロー再生、ポ
ーズ（静止）等の特定動作を実行可能である。即ち、上述の如きインタラクティブな再生
を可能とするＤＶＤプレーヤは、従来のＬＤプレーヤー等と同じように情報を時間を追っ
て再生する装置としての機能と、パソコンやゲーム機器と同じようなインタラクティブな
やり取りを行う装置としての機能とを兼ね備えたものとなる。従って、上述の如きインタ
ラクティブな再生を可能とする教育用やゲーム用のＤＶＤで、回答後やゲーム達成時にだ
け見られる筈の解答画面やプライズ画面を、回答前やゲーム達成前に、サーチ、スキャン
、リバース等した際に再生できる。
【０００８】
更に、シューティングゲーム、ファイティングゲーム等のようにスピードが重要要素であ
るソフトウエアの再生においてスロー再生、ポーズ再生等することもできる。
【０００９】
一方、同じ映画であっても、所々に子どもには聞かせたくないような下品な言葉（音声）
が存在する場合がある。従って、大人用バージョンと、子供用バージョンとが別々のディ
スクとして作製、販売されたりしている。同様に、同じ映画であっても、日本語字幕の付
いた英語音声のバージョンと字幕のない日本語吹き替えバージョンとが別々のディスクと
して、作製、販売されたりしている。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
上述のように、回答後やゲーム達成時にだけ見られる筈の解答画面やプライズ画面を、回
答前やゲーム達成前にサーチ、スキャン、リバース等した際に見たり、シューティングゲ
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ーム等をスローでプレーしたり、ポーズにより一旦静止することは、製作者（ソフトウエ
アの製作者）の意図に根本的に反するものであり更に視聴者（ソフトウエアの使用者）に
とってもゲームや勉強の進行上望ましいことではない。
【００１１】
しかしながら、サーチ、スキャン、スロー再生等の再生装置の特定動作の際に製作者が意
図せずまた視聴者も希望しないような再生が行われないように、再生装置の機能に対し一
定の制限を加えるようなＤＶＤ技術については未だ提案も開発もされていない。更に、上
述の如き二つの機能を併せ持つＤＶＤにおけるインタラクティブな再生においては、サー
チ、スキャン、スロー再生等の特定動作の際に製作者が意図せず視聴者も希望しないよう
な再生が行われないように再生装置の側に制限を加えるべきであるという課題自体が当業
者の間で認識されていないのが現状である。
【００１２】
一方、上述のように大人用バージョンと子供用バージョンとを別々のディスクとして、作
製、販売等することは、コスト高を招くと共にディスクの使い勝手が悪くなってしまう。
また、これらの二つのバージョンを単純に一枚のディスクに記録した場合にも、記憶容量
が一つのバージョンを記録する場合の約２倍となってしまい同様の結果を招く。更に、世
界の各国に目を向けると、下品や猥褻の判断基準は、一定しておらず、国毎に異なる内容
のディスクを制作したのでは、製作者にとっては、大量生産の利益が薄れると共に生産調
整が極めて困難となる。即ち、複数のバージョンの一方が売り切れたり、他方が売れ残っ
たりする経営上極めて好ましくない事態が生じてしまう。このように、大人用バージョン
と子供用バージョンとを効率良く一枚のディスクから再生したり、英語音声バージョンと
日本語吹き替えバージョンとを効率良く一枚のディスクから再生する技術は、未だに提案
も開発もされていない。
【００１３】
そこで、本発明の課題は、インタラクティブな再生を行う再生装置におけるサーチ等の特
定動作に対し、情報記録媒体の製作者の側から所望の制限を容易に加えることが可能な情
報記録媒体、並びにその記録装置及び再生装置を提供することにある。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の情報記録装置は、再生装置によって再生
される情報を情報記録媒体に記録するための情報記録装置であって、複数のデータグルー
プに対応する実体情報としての記録情報から圧縮多重信号を生成する手段と、前記情報を
再生する者の指定により前記再生装置において実行される特定再生動作が禁止されている
か否かを夫々示し且つ各々が１ビットデータである複数の第１動作禁止情報を含み更に前
記複数のデータグループについての付加情報信号を生成する手段と、前記複数のデータグ
ループの各々について制御情報を生成する手段と、前記圧縮多重信号と前記付加情報信号
と前記制御情報から記録信号を生成する手段と、前記記録信号を前記記録媒体に記録する
手段と、を備え、各前記第１動作禁止情報の記録位置が夫々異なる特定再生動作に対応し
ており、前記制御情報は、夫々が前記特定再生動作が禁止されているか否かを夫々に示し
且つ各々が１ビットデータである複数の第２動作禁止情報を含み、各前記第１動作禁止情
報が対応する前記特定再生動作の当該第１動作禁止情報としての配列順と、各前記第２動
作禁止情報が対応する前記特定再生動作の当該第２動作禁止情報としての配列順と、が同
一となるように、各前記第１動作禁止情報及び各前記第２動作禁止情報とが配列されるこ
とを特徴とする。
【００１５】
　上記の課題を解決するために、請求項６に記載の発明は、複数のデータグループに対応
する実体情報と、管理情報と、前記管理情報に含まれて、前記管理情報に基づく再生中に
前記情報を再生する者の指定により前記再生装置において実行される特定再生動作が禁止
されているか否かを夫々示し且つ各々が１ビットデータである複数の第１動作禁止情報を
含み更に前記複数のデータグループについての付加情報と、前記複数のデータグループの
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各々についての制御情報であって、夫々が前記特定再生動作が禁止されているか否かを夫
々に示し且つ各々が１ビットデータである複数の第２動作禁止情報を含む制御情報と、が
記録された記録媒体から情報を再生するための情報再生装置であって、各前記第１動作禁
止情報の記録位置が夫々異なる特定動作に対応しており、各前記第１動作禁止情報が対応
する前記特定再生動作の当該第１動作禁止情報としての配列順と、各前記第２動作禁止情
報が対応する前記特定再生動作の当該第２動作禁止情報としての配列順と、が同一となる
ように、各前記第１動作禁止情報及び各前記第２動作禁止情報とが配列されていると共に
、前記記録媒体から前記実体情報及び第１動作禁止情報を読み取る読取手段と、所定の動
作を指定するための指定手段と、前記第１動作禁止情報又は前記第２動作禁止情報の少な
くともいずれか一方が前記指定手段によって指定された所定の動作の禁止を示している場
合には、前記所定の動作が実行されないよう制御する制御手段と、を備えたことを特徴と
する。
【００１６】
　上記の課題を解決するために、請求項９に記載の発明は、情報記録媒体に、再生装置に
よって再生される情報を記録するための情報記録方法であって、複数のデータグループに
対応する実体情報としての記録情報から圧縮多重信号を生成する工程と、前記情報を再生
する者の指定により前記再生装置において実行される特定再生動作が禁止されているか否
かを夫々示し且つ各々が１ビットデータである複数の第１動作禁止情報を含み更に前記複
数のデータグループについての付加情報信号を生成する工程と、前記複数のデータグルー
プの各々について制御情報を生成する手段と、前記圧縮多重信号と前記付加情報信号と前
記制御情報から記録信号を生成する工程と、前記記録信号を前記記録媒体に記録する工程
と、を備え、各前記第１動作禁止情報の記録位置が夫々異なる特定再生動作に対応してお
り、前記制御情報は、夫々が前記特定再生動作が禁止されているか否かを夫々に示し且つ
各々が１ビットデータである複数の第２動作禁止情報を含み、各前記第１動作禁止情報が
対応する前記特定再生動作の当該第１動作禁止情報としての配列順と、各前記第２動作禁
止情報が対応する前記特定再生動作の当該第２動作禁止情報としての配列順と、が同一と
なるように、各前記第１動作禁止情報及び各前記第２動作禁止情報とが配列されることを
特徴とする。
【００１７】
　上記の課題を解決するために、請求項１４に記載の発明は、複数のデータグループに対
応する実体情報と、管理情報と、前記管理情報に含まれて、前記管理情報に基づく再生中
に、前記情報を再生する者の指定により前記再生装置において実行される特定再生動作が
禁止されているか否かを夫々示し且つ各々が１ビットデータである複数の第１動作禁止情
報を含み更に前記複数のデータグループについての付加情報と、前記複数のデータグルー
プの各々についての制御情報であって、夫々が前記特定再生動作が禁止されているか否か
を夫々に示し且つ各々が１ビットデータである複数の第２動作禁止情報を含む制御情報と
、が記録された記録媒体から情報を再生するための情報再生方法であって、各前記第１動
作禁止情報の記録位置が夫々異なる特定動作に対応しており、各前記第１動作禁止情報が
対応する前記特定再生動作の当該第１動作禁止情報としての配列順と、各前記第２動作禁
止情報が対応する前記特定再生動作の当該第２動作禁止情報としての配列順と、が同一と
なるように、各前記第１動作禁止情報及び各前記第２動作禁止情報とが配列されていると
共に、前記記録媒体から前記実体情報及び第１動作禁止情報を読み取る工程と、所定の動
作の指定を受け付ける工程と、前記第１動作禁止情報又は前記第２動作禁止情報の少なく
ともいずれか一方が指定された所定の動作の禁止を示している場合には、前記所定の動作
が実行されないよう制御する工程と、を備えたことを特徴とする。
【００３８】
【発明の実施の形態】
次に、本発明に好適な実施の形態について説明する。なお、以下に説明する実施の形態は
、上述のＤＶＤに対して本発明を適用した実施の形態について説明するものである。
【００３９】
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なお、以下の実施の形態においては、下記リストの左側に示した特許請求の範囲における
各構成要素の一例が、下記リストの右側に示した要素から夫々構成されている。
【００４０】
　（Ｉ）情報記録媒体の実施の形態
始めに、本発明が適用された情報記録媒体の実施の一形態であるＤＶＤの物理的及び論理
的な構成並びにその動作について、図１から図３を用いて説明する。
【００４１】
先ず、映像情報及び音声情報のＤＶＤ上における記録フォーマット（物理的記録フォーマ
ット）について、図１を用いて説明する。
【００４２】
図１に示すように、実施の形態のＤＶＤ１は、その最内周部にリードインエリアＬＩを有
すると共にその最外周部にリードアウトエリアＬＯを有しており、その間に、映像情報（
主映像情報）及び音声情報が、夫々にＩＤ（識別）番号を有する複数のＶＴＳ３（ＶＴＳ
＃１乃至ＶＴＳ＃ｎ）に分割されて記憶されている。ここで、ＶＴＳ（Video Title Set
）とは、関連する（音声、サブピクチャのストリーム数や仕様、対応言語などの属性が同
じ）タイトル（映画等の、製作者が視聴者に提示しようとする一つの作品）を一まとめに
したセット（まとまり）であり、より具体的には、例えば、一本の同じ映画について、異
なる言語のセリフ等を有する複数の映画が夫々にタイトルとして記録されたり、又は、同
じ映画であっても劇場版と特別版とが夫々別のタイトルとして記憶されたりするものであ
る。また、ＶＴＳ３が記録されている領域の先頭には、ビデオマネージャ２が記録される
。このビデオマネージャ２として記録される情報は、例えば、各タイトルのアクセスのた
めのメニューや、違法コピー防止のための情報、又は夫々のタイトルに直接アクセスする
ためのアクセステーブル等、当該ＤＶＤ１に記録される映像情報及び音声情報の全体に係
わる情報が記録される。
【００４３】
次に、一のＶＴＳ３は、コントロールデータ１１を先頭として、夫々にＩＤ番号を有する
複数のＶＯＢ１０に分割されて記録されている。ここで、複数のＶＯＢ１０により構成さ
れている部分をＶＯＢセット（ＶＯＢＳ）という。このＶＯＢセットは、ＶＴＳ３を構成
する他のデータであるコントロールデータ１１と、映像情報及び音声情報の実体である複
数のＶＯＢ１０の部分とを区別するために当該実体部分についてＶＯＢセットとしたもの
である。
【００４４】
ＶＴＳ３の先頭に記録されるコントロールデータ１１には、複数のセル（セルについては
後述する。）を組合わせた論理的区分であるプログラムチェーンに関する種々の情報であ
るＰＧＣＩ（Program Chain Information）等の情報が記録される。また、各ＶＯＢ１０
には、制御情報の他に映像情報及び音声情報の実体部分（制御情報以外の映像又は音声そ
のもの）が記録されている。
【００４５】
更に、一のＶＯＢ１０は、夫々にＩＤ番号を有する複数のセル２０により構成されている
。ここで、一のＶＯＢ１０は、複数のセル２０により完結するように構成されており、一
のセル２０が二のＶＯＢ１０に跨がることはない。
【００４６】
次に、一のセル２０は、夫々にＩＤ番号を有する複数のＶＯＢユニット（ＶＯＢＵ）３０
により構成されている。ここで、ＶＯＢユニット３０とは、映像情報、音声情報及び副映
像情報（映画における字幕等の副映像の情報をいう。）の夫々を含む情報単位である。
【００４７】
そして、一のＶＯＢユニット３０は、ナビパック４１と、映像情報用のビデオパック４２
と、音声情報用のオーディオパック４３と、副映像情報用のサブピクチャパック４４とに
より構成されている。ここで、ビデオパック４２には、映像データの含まれるパケットが
記録され、オーディオパック４３には、音声データの含まれるパケットが記録される。ま
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た、サブピクチャパック４４には、副映像としての文字や図形等のグラフィックの含まれ
るパケットが記録される。図１に示すようにデータ量の多い映像データは、一つのＶＯＢ
ユニット３０の内部で一又は複数のＧＯＰとして記録されており、各ビデオパック４２間
にオーディオパック４３及びサブピクチャパック４４が配置されている。なお、ＤＶＤ１
に記録可能な音声は８種類であり、記録可能な副映像の種類は３２種類であることが規格
上定められている。更に、一つのＶＯＢＵ３０においてナビパック４１は、必ず存在する
が、ビデオパック４２、オーディオパック４３及びサブピクチャパック４４の夫々は、必
ずしも存在しなくてもよく、存在する場合も、その数や順序は自由である。
【００４８】
最後に、ナビパック４１は、表示させたい映像や音声等を検索するための検索情報（具体
的には、当該表示させたい映像や音声等が記録されているＤＶＤ１上のアドレス等）を含
むＤＳＩ（Data Search Information）パケット５１と、ＤＳＩパケット５１の情報に基
づいて検索してきた映像を表示したり音声を発生させたりする際の表示制御に関する情報
を含むＰＣＩ（Presentation Control Information）パケット５０とにより構成され、更
に、一のＶＯＢＵに含まれるビデオパック４２に夫々含まれるビデオデータは全て、１個
以上のＧＯＰ（Group Of Picture）により構成されている。なお、ＰＣＩパケット５０に
は、視聴者によって選択される選択項目に対して、その項目が選択されたときの表示や動
作を定義したハイライト情報が含まれている。ハイライト情報によって、例えば、視聴者
が選択すべき項目を表示した画面（いわゆるメニュー画面）における選択された項目に対
する画面表示の変化や変化すべき表示位置及び選択した項目に対応するコマンド（選択さ
れた項目に対応して実行される命令）の設定が行われる。
【００４９】
ここで、メニュー画面を構成して表示するために必要な、枠、選択ボタン等を構成して表
示するための映像情報は、上記の副映像情報であるサブピクチャパック４４として記録さ
れる。
【００５０】
更に、上記ＧＯＰは、本実施の形態におけるＤＶＤ１に映像情報を記録する際に採用され
ている画像圧縮方式であるＭＰＥＧ２（Moving Picture Experts Group ２）方式の規格
において定められている単独で再生可能な最小の画像単位である。
【００５１】
ここで、ＭＰＥＧ２方式についてその概要を説明すると、一般に、連続したフレーム画像
において、一枚のフレーム画像の前後にあるフレーム画像は、互いに類似し相互関係を有
している場合が多い。ＭＰＥＧ２方式はこの点に着目し、数フレームを隔てて転送される
複数のフレーム画像に基づき、当該複数のフレーム画像の間に存在する別のフレーム画像
を、原画像の動きベクトル等に基づく補間演算にて生成する方式である。この場合、当該
別のフレーム画像を記録する場合には、複数のフレーム画像との間における差分及び動き
ベクトルに関する情報を記録するだけで、再生時には、それらを参照して上記複数のフレ
ーム画像から予測して当該別のフレーム画像を再生することが可能となる。これにより、
画像の圧縮記録が可能となるのである。ＭＰＥＧ２方式においては、夫々のＧＯＰに含ま
れるデータ量が一定でない可変レート方式を採用している。
【００５２】
以上説明した図１に示す階層構造の記録フォーマットにおいて、夫々の区分は、製作者が
その意図に応じて自在に区分設定をして記録させることができる。これらの区分毎に後述
の論理的構造に基づいて再生することにより、変化に富んだ種々の再生が可能となるので
ある。
【００５３】
次に、図１に示す物理的な区分により記録された情報を組合わせた論理的フォーマット（
論理的構造）について図２を用いて説明する。なお、図２に示す論理的構造は、その構造
で実際にＤＶＤ１上に情報が記録されているのではなく、図２に示す論理的構造で図１に
示す各データ（特にセル２０）を組合わせて再生するための情報（アクセス情報又は時間



(9) JP 4059355 B2 2008.3.12

10

20

30

40

50

情報等）がＤＶＤ１上の、特にコントロールデータ１１の中に記録されているものである
。即ち、ＤＶＤ１においては、セル２０が再生における論理的に分割可能な単位を構成し
ている。
【００５４】
説明の明確化のために、図２の下位の階層から説明していくと、上記図１において説明し
た物理構造のうち、複数のセル２０を選択して組合わせることにより、一のプログラム６
０が製作者の意図に基づいて論理上構成される。このプログラム６０は、後述の再生装置
におけるシステムコントローラが、区分を識別してコマンドによってアクセスできる最小
の論理的単位でもある。なお、このプログラム６０を一個以上まとめたものを、視聴者が
自由に選択して視聴することができる最小単位として製作者が定義することもでき、この
単位をＰＴＴ（Part Of Title）という。
【００５５】
また、一のプログラム６０が複数のセル２０を選択して論理的に構成されることから、複
数のプログラム６０で一のセル２０を用いる、すなわち、一のセル２０を異なった複数の
プログラム６０において再生させる、いわゆるセル２０の使い回しを行うことも可能とな
っている。
【００５６】
ここで、一のセル２０の番号については、当該セル２０を図１に示す物理フォーマットに
おいて取り扱う際にはセルＩＤ番号として扱われ（図１中、セルＩＤ＃と示す。）、図２
に示す論理フォーマットにおいて取り扱う際には後述のＰＧＣＩ中の記述順にセル番号と
して扱われる。
【００５７】
次に、複数のプログラム６０を組合わせて一のＰＧＣ（Program Chain）６１が製作者の
意図に基づいて論理上構成される。このＰＧＣ６１の単位で、前述したＰＧＣＩ（Progra
m Chain Information）が定義され、当該ＰＧＣＩには、夫々のプログラム６０を再生す
る際の各プログラム６０毎のセル２０の再生順序（この再生順序により、プログラム６０
毎に固有のプログラム番号が割当てられる。）、夫々のセル２０のＤＶＤ１上の記録位置
であるアドレス、一のプログラム６０における再生すべき先頭セル２０の番号、各プログ
ラム６０の再生方式［本実施の形態のＤＶＤ１に情報を記録する際には、再生時において
、ランダム再生（乱数によるランダム再生であり、同じプログラム６０が複数回再生され
ることがある。）、シャッフル再生（ランダム再生と同様の乱数によるランダム再生であ
るが、同じプログラム６０は一度しか再生されず、同じプログラム６０が複数回再生され
ることはない。）又はループ再生（一つのＰＧＣ６１を何度も再生すること。）のうち、
いずれか一つ或いはループ再生とランダム再生又はシャッフル再生の組み合わせによる再
生方法をＰＧＣ６１毎に製作者が選択して再生させるようにすることができる。］及び各
種コマンド（ＰＧＣ６１又はセル２０毎に製作者が指定可能なコマンド）が含まれている
。なお、ＰＧＣＩのＤＶＤ１上の記録位置は、上述の通り、コントロールデータ１１内で
あるか又はビデオマネージャー２内のメニューに関するＰＧＣＩであればビデオマネージ
ャー２内のコントロールデータ（図示せず）内である（図１参照）。
【００５８】
また、一のＰＧＣ６１には、上記ＰＧＣＩの他に、実体的な映像及び音声等のデータがプ
ログラム６０の組合わせとして（換言すれば、セル２０の組合わせとして）含まれること
となる。
【００５９】
更に、一のＰＧＣ６１においては、上記のプログラム６０における説明において示したセ
ル２０の使い回し（すなわち、異なるＰＧＣ６１により、同一のセル２０を用いること。
）も可能である。また、使用するセル２０については、ＤＶＤ１に記録トラック上で記憶
されている順番にセル２０を再生する方法（連続配置セルの再生）の他に、ＤＶＤ１に記
憶されている順序に関係なく再生する（例えば、記録トラック上で後に記録されているセ
ル２０を先に再生する等）方法（非連続配置セルの再生）を製作者が選択することができ
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る。
【００６０】
次に、一又は複数のＰＧＣ６１により、一のタイトル６２が論理上構成される。このタイ
トル６２は、例えば、映画一本に相当する単位であり、製作者がＤＶＤ１の視聴者に対し
て提供したい完結した情報である。
【００６１】
そして、一又は複数のタイトル６２により、一のＶＴＳ６３が論理上構成される。このＶ
ＴＳ６３に含まれるタイトル６２は、夫々に共通の属性を有するものであり、例えば、一
本の同じ映画に対して違う言語の映画が夫々のタイトル６２に相当することとなる。また
、図２に示す一のＶＴＳ６３に相当する情報は、図１に示す一のＶＴＳ３に含まれている
情報に対応している。すなわち、ＤＶＤ１には、図２に示す論理上のＶＴＳ６３内に含ま
れる全ての情報が一のＶＴＳ３として記録されていることとなる。
【００６２】
以上説明した論理フォーマットに基づいて、ＤＶＤ１上の物理的構造において区分された
情報を製作者が指定することにより、視聴者が見るべき映像（映画等）が形成されるので
ある。
【００６３】
なお、図１に示す物理的構造の説明においては、内容の理解の容易化のため、複数のセル
２０がＩＤ番号の順に記録されているとして説明したが、実施の形態のＤＶＤ１において
は、実際には、一のセル２０が図３に示す複数のインターリーブドユニットＩＵに分割さ
れて記録される場合がある。
【００６４】
すなわち、例えば図３に示すように、製作者が一のＰＧＣ６１ＡをＩＤ番号１、２及び４
を有するセル２０により構成し、他のＰＧＣ６１ＢをＩＤ番号１、３及び４を有するセル
２０により構成する場合を考えると、当該ＰＧＣ６１Ａに基づいてＤＶＤ１から情報を再
生する際には、ＩＤ番号１、２及び４を有するセル２０のみを再生し、ＰＧＣ６１Ｂに基
づいてＤＶＤ１から情報を再生する際には、ＩＤ番号１、３及び４を有するセル２０のみ
を再生することとなる。この場合に、セル２０がＩＤ番号毎に分離して記録されていると
、例えば、ＰＧＣ６１Ａの場合には、ＩＤ番号２のセル２０のＤＶＤ１上の記録位置から
ＩＤ番号４のセル２０のＤＶＤ１上の記録位置まで、再生のためのピックアップをジャン
プする時間が必要となり、後述の再生装置におけるトラックバッファの容量によっては、
ＩＤ番号２のセル２０とＩＤ番号４のセル２０を連続的に再生すること（以下、これをシ
ームレス再生という。）ができなくなる。
【００６５】
そこで、図３に示す場合には、ＩＤ番号２のセル２０とＩＤ番号３のセル２０を、上記ト
ラックバッファにおける入出力処理の速度に対応して、一時的に入力信号の入力が停止し
ても、出力信号の連続性が損なわれない長さのインターリーブドユニットＩＵ（すなわち
、一のインターリーブドユニットＩＵの間だけピックアップがジャンプすることによりト
ラックバッファへの入力信号が途絶えても、当該トラックバッファからの出力信号を連続
的に出力可能な長さのインターリーブドユニットＩＵ）に夫々分解して記録し、例えば、
ＰＧＣ６１Ａに基づいて再生する場合には、ＩＤ番号２に対応するセル２０を構成するイ
ンターリーブドユニットＩＵのみを連続して検出し、再生することが行われる。同様に、
ＰＧＣ６１Ｂに基づいて再生する場合には、ＩＤ番号３に対応するセル２０を構成するイ
ンターリーブドユニットＩＵのみを連続して検出し、再生するのである。なお、インター
リーブドユニットＩＵの長さは、上述のように、トラックバッファの容量を勘案して決定
される他に、トラックジャンプを行うためのスライダモータ等の駆動機構の性能をも加味
して決定される場合がある。
【００６６】
このように、製作者の意図によって、一のセル２０を複数のインターリーブドユニットＩ
Ｕに分割して記録させておくことにより、飛び飛びのＩＤ番号のセル２０を含むＰＧＣ６
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１を再生する際にも、トラックバッファから出力される信号は途切れることはなく、従っ
て、視聴者は中断することのない再生映像を視聴することができるのである。
【００６７】
なお、上記インターリーブドユニットＩＵは、一のＶＯＢ１０内で完結するように形成さ
れ、一のインターリーブドユニットＩＵが隣り合う複数のＶＯＢ１０に跨がることはない
。また、インターリーブドユニットＩＵとＶＯＢユニット３０との関係については、一の
インターリーブドユニットＩＵ内に一又は複数のＶＯＢユニット３０が含まれ、一のイン
ターリーブドユニットＩＵ内においては一のＶＯＢユニット３０が完結するように構成さ
れており、一のＶＯＢユニット３０が分割されて複数のインターリーブドユニットＩＵに
跨がることはない。
【００６８】
次に、上記の物理的構造及び論理的構造を有する各種制御情報のうち、第１サーチ禁止情
報の一例を構成する第１サーチ禁止フラグ及び第２サーチ禁止情報の一例を構成する第２
サーチ禁止フラグに係る構成について更に詳細に説明する。
【００６９】
先ず、図１、図４及び図５を参照して、第１サーチ禁止フラグを含む第１動作禁止フラグ
について説明する。
【００７０】
図１に示したＶＴＳ３の先頭に記録されるコントロールデータ１１に含まれるＰＧＣＩ（
Program Chain Information）は、映像情報（主映像情報）、音声情報及び副映像情報の
再生手順を各セル単位で規定する再生手順情報を含み、更に、当該ＰＧＣの全体について
、サーチ動作等の特定動作の禁止／許可を示す図４の如き第１動作禁止情報２０１を含ん
で構成されている。
【００７１】
図４において、第１動作禁止フラグ２０２は、当該ＰＧＣＩが属するＰＧＣにおける、サ
ーチ動作等の再生装置の特定動作を禁止するものであり、順に、サーチ動作を禁止する第
１サーチ禁止フラグ２０２ａ、スキャン動作を禁止する第１スキャン禁止フラグ２０２ｂ
、スロー再生動作を禁止する第１スロー禁止フラグ２０２ｃ、リバース動作を禁止する第
１リバース禁止フラグ２０２ｄ、ポーズ動作を禁止する第１ポーズ禁止フラグ２０２ｅ等
を含む。ここで、例えば、スロー動作とポーズ動作とを一つの類似動作として、一つの動
作禁止フラグによりまとめて、これらの類似動作を禁止するようにしてもよい。第１動作
禁止フラグ２０２を構成する各フラグが「オフ」の（即ち、フラグが立てられていない）
場合には、後述の再生装置におけるシステムコントローラによる当該第１動作禁止フラグ
２０２に基づく制御により、この特定動作に対し、特に制限は加えられない。また、第１
動作禁止フラグ２０２の各フラグが「オン」の（即ち、フラグが立てらている）場合には
、同じくシステムコントローラによる制御により、当該フラグに対応するサーチ、スキャ
ン、リバース等の再生装置の特定動作がＰＧＣの単位で禁止される。即ち、システムコン
トローラによる制御により、シューティングゲーム等におけるスロー再生が禁止されたり
、ゲーム達成前に、プライズ画面へのサーチ動作等が禁止される。
【００７２】
図４において、第１動作禁止情報２０１は表で示されているが、第１動作禁止情報２０１
の具体的な構成例としては、各ＰＧＣＩ内に構築される３２ビットのバイナリーデータか
らなる。即ち、図５に示すように、第１動作禁止情報２０１は、ｂ０～ｂ３１の３２ビッ
トから構成されており、その内の複数ビットである例えばｂ２１～ｂ１７のビットが、各
禁止フラグ２０２ａ～２０２ｅに割り当てられている。ここに、各禁止フラグ２０２ａ～
２０２ｅは、「０」の場合には、オフであり、「１」の場合には、オンである。
【００７３】
次に、図１、図６及び図７を参照して、第２サーチ禁止フラグを含む第２動作禁止フラグ
について説明する。
【００７４】
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図１に示したナビパック４１に含まれるＰＣＩ（Presentation Control Information）パ
ケット５０は、当該ナビパック４１が先頭におかれたＶＯＢＵ３０について、同じくナビ
パック４１に含まれるＤＳＩ（Data Search Control）パケット５１に基づいて検索して
きた映像を表示したり、音声を発生させたりする際の表示制御を行うための、各ＶＯＢＵ
３０に固有の内容を持つナビゲーション情報を含み、第２動作禁止フラグを備えて構成さ
れている。
【００７５】
より具体的には、例えば、ＰＣＩパケット５１のデータ構造は、図６に示したように、Ｖ
ＯＢＵに対する表示制御を行うための一般的な情報であるＰＣＩ一般情報、アングル再生
の際の表示制御を行うためのアングル情報、ハイライト表示を行うためのハイライト情報
の他に、第２動作禁止フラグを含む１byteの第２動作禁止情報２１１から構成されている
。
【００７６】
図７に示すように、第２動作禁止情報２１１は、第２サーチ禁止フラグ２１２ａ、第２ス
キャン禁止フラグ２１２ｂ、第２スロー禁止フラグ２１２ｃ、第２リバース禁止フラグ２
１２ｄ、第２ポーズ禁止フラグ２１２ｅからなる第２動作禁止フラグを含む８ビットｂ０
～ｂ７からなる１byteのバイナリーデータから構成されている。このうち５ビットｂ７～
ｂ３が、各フラグに割り当てられており、３ビットｂ０～ｂ２は、拡張用領域（「０」が
並べられた状態）とされている。各フラグ２１２ａ～２１２ｅが「０」の（即ち、フラグ
が立てられていない）場合には、後述の再生装置におけるシステムコントローラによる制
御により、特に動作制限は加えられない。また、各フラグが「１」の（即ち、フラグが立
てらてている）場合には、同じくシステムコントローラによる制御により、当該ＶＯＢＵ
を含むＰＧＣ全体について、その特定動作が禁止される。
【００７７】
以上のように、本実施の形態においては、各ＰＧＣにおける特定動作の禁止を第１動作禁
止フラグ及び第２動作禁止フラグにより示す。前述のセルの使い回しを行うＰＧＣにおい
ては、一つのＰＧＣ内で、第２動作禁止フラグが部分的に「オン」だったり「オフ」だっ
たりする場合が生じるが、後述のように第１動作禁止フラグが優先されるので、問題はな
い。即ち、一つでも第２動作禁止フラグが「オン」である場合には、第１動作禁止フラグ
は「オン」とされる。このように、前述のセルの使い回しの際に、同一のセルについての
特定動作を一つのＰＧＣにおいては禁止し、且つ他のＰＧＣにおいては禁止しないように
でき、同一のセルを用いて、様々なバリエーションを構築でき、ＤＶＤ１の記録容量を節
約する上で有利である。
【００７８】
以上詳細に説明したように、本実施の形態によれば、ＰＧＣの単位で、情報再生装置のサ
ーチ動作等の特定動作を夫々許可又は禁止する複数の第１動作禁止フラグ２０２が各ＰＧ
ＣＩ内に構築されており、同じくＰＧＣの単位で情報再生装置の特定動作を禁止又は許可
する第２動作禁止フラグ２１２が各ＰＣＩデータの内部に夫々構築されている。従って、
後述する再生装置は、ＰＧＣＩ毎の再生に入る時点でＰＧＣＩ内に設けられた第１動作禁
止フラグ２０２を参照することにより、当該ＰＧＣＩ内の映像データ等を実際に再生する
以前に、第１動作禁止フラグ２０２の内容に基づいて、特定動作が禁止されていることを
ＰＧＣの単位で予め認識できる。更に、再生装置は、第１動作禁止フラグと第２動作禁止
フラグの内容を異ならせることにより、様々なバリエーションに富んだセルの使い回しが
可能となる。更にまた、再生装置は、瞬間的なエラー等により又は第１動作禁止フラグに
異常があったような場合に、ピックアップが、どのＰＧＣ内に位置するのかが不明になっ
たり、この動作禁止されたＰＧＣ内に飛び込んだとしても、最初に各ＶＯＢＵの先頭に位
置するナビパックに含まれるＰＣＩデータを読み込んだ時に、第２動作禁止フラグに基づ
いて、そのＰＧＣの単位で禁止された特定動作の実行をリアルタイムで（ＰＣＩデータを
読み込んだ後に遅延なく）、より確実に阻止することができる。本実施の形態によるこの
ような作用は、後述する本実施の形態のＤＶＤを再生する再生装置の動作の説明により、
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より明らかにされよう。
【００７９】
次に、再生情報のストリームの選択の禁止に係る第１及び第２選択禁止フラグの構成につ
いて詳細に説明する。ここに、ストリームとは、ＰＧＣＩにより規定された再生情報の論
理的な再生の流れをいい、主映像情報の論理的な配列を示すビデオストリーム、音声情報
の論理的な配列を示すオーディオストリーム及び副映像情報の論理的な配列を示すサブピ
クチャーストリームがある。一つのＶＴＳには基本的に、一つのビデオストリームと、こ
れに対応する複数のオーディオストリーム及び複数のサブピクチャーストリームが含まれ
る。
【００８０】
図８に示すように、一つのタイトル（例えば、一本の映画等）の中においては、一つのＰ
ＧＣにおける主映像情報は、そのＰＧＣＩにより再生順序が規定されて一つのビデオスト
リーム３０１として記録されている。この一つのビデオストリーム３０１に対応して、前
述のように最大で８種類記録可能な音声は、例えば、日本語、英語、ＢＧＭ等のように最
大で８本のオーディオストリーム３０２として記録されている。尚、一つのオーディオス
トリーム３０２における音声情報は夫々、ステレオ等のマルチチャンネルに分けられてい
る。更にまた、このビデオストリーム３０１及びオーディオストリーム３０２に対応して
、前述のように最大で３２種類記録可能な副映像情報は、例えば、日本語字幕、英語字幕
、フランス語字幕等のように最大で３２本のサブピクチャーストリーム３０３として記録
されている。
【００８１】
この結果、本実施の形態によれば、ＰＧＣＩを用いたストリーム選択により、一つのビデ
オストリーム３０１と平行して任意のオーディオストリーム３０２及び任意のサブピクチ
ャーストリーム３０３を組み合わせて再生することが可能となる。例えば、一タイトルを
構成する一映画を再生する際に、日本語の字幕と英語の音声を選択して米国映画を再生す
れば、通常の日本国内劇場で見るのと同じ環境が選られ、また、字幕無しで日本語音声（
吹き替え音声）を選択して米国映画を再生すれば、小学生などでも米国映画を言語的な困
難性なく鑑賞できる。そして、このようにストリーム選択される場合にも、共通の主映像
情報を再生すればよいので、複数のバージョンの映画を別々に記録する場合と比べて遙か
に記録容量が少なくて済む。
【００８２】
本実施の形態では、特に、図８に示したストリームの選択において、ＰＧＣ単位で各ＰＧ
ＣＩに第１及び第２選択禁止フラグが設けられている。
【００８３】
図９に示すように、ＰＧＣＩ内のストリーム選択禁止情報４０１は、オーディオストリー
ムに係る第１選択禁止情報とサブピクチャストリームに係る第２選択禁止情報とからなり
、前者には、複数のオーディオストリーム（最大で８種類）の夫々に対し第１選択禁止フ
ラグ４０２ａ、４０２ｂ、…が構築されており、後者には、複数のサブピクチャーストリ
ーム（最大で３２種類）の夫々に対し第２選択禁止フラグ４０３ａ、４０３ｂ…が構築さ
れている。 即ち、図１０に示すように、第１選択禁止情報においては、各オーディオス
トリームについてｂ０～ｂ７の８ビットのバイナリーデータから構成されており、その内
のｂ７の１ビットが、第１選択禁止フラグ４０２に割り当てられている（図１０（ａ））
。第２選択禁止情報においては、各サブピクチャストリームについてｂ０～ｂ７の８ビッ
トのバイナリーデータから構成されており、その内のｂ７の１ビットが、第２選択禁止フ
ラグ４０３に割り当てられている。
【００８４】
以上のように構成されたＤＶＤを記録する際には、次に示すように制作者により、各ＰＧ
Ｃにおいて禁止したい動作に対応する第１動作禁止フラグ及び第２動作禁止フラグがオン
にされ、更に禁止したい一の又は複数のストリームに対応する第１又は第２選択禁止フラ
グがオンにされる。
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【００８５】
なお、上記ＤＶＤは、このように複数のストリームを記録し得るに十分な情報も同一の光
ディスクに記録することが可能な大きな記憶容量を有しているので、上記の記録フォーマ
ットは、特にＤＶＤ１に対して適用することが効果的である。
【００８６】
（II）記録装置の実施の形態
次に、上述の制御情報、映像情報及び音声情報をＤＶＤ１に記録するための記録装置の実
施の形態について、図１１を用いて説明する。
【００８７】
始めに、図１１を用いて、実施の形態の記録装置の構成及び動作について説明する。
【００８８】
図１１に示すように、実施の形態に係る記録装置Ｓ1は、ＶＴＲ（Video Tape Recorder）
７０と、メモリ７１と、信号処理部７２と、ハードディスク（ＨＤ）装置７３と、ハード
ディスク（ＨＤ）装置７４と、コントローラ７５と、多重器７６と、変調器７７と、マス
タリング装置７８とにより構成されている。本実施の形態では、信号処理部７２からアク
セス情報生成手段の一例が構成されており、ハードディスク装置７３、ハードディスク装
置７４、コントローラ７５、多重器７６、変調器７７及びマスタリング装置７８から記録
手段が構成されており、キューシートＳＴ及びメモリ７１から入力手段の一例が構成され
ている。
【００８９】
次に、動作を説明する。
【００９０】
ＶＴＲ７０には、ＤＶＤ１に記録すべき音楽情報や映像情報等の素材である記録情報Ｒが
一時的に記録されている。そして、ＶＴＲ７０に一時的に記録された記録情報Ｒは、信号
処理部７２からの要求により当該信号処理部７２に出力される。
【００９１】
信号処理部７２は、ＶＴＲ１から出力された記録情報ＲをＡ／Ｄ変換した後、ＭＰＥＧ２
方式により圧縮処理し、音楽情報と映像情報とを時間軸多重して圧縮多重信号Ｓrとして
出力する。その後、出力された圧縮多重信号Ｓrは、ハードディスク装置７３に一時的に
記憶される。
【００９２】
これらと並行して、メモリ７１は、上記記録情報Ｒを部分記録情報Ｐr に予め区分し、そ
れぞれの部分記録情報Ｐr に関する、特に各ＰＧＣについての第１動作禁止フラグ及び第
２動作禁止フラグ並びに第１及び第２選択禁止フラグのオン、オフ等が記載されたキュー
シートＳＴに基づき予め入力された当該部分記録情報Ｐrに関する内容情報を一時的に記
憶し、信号処理部７２からの要求に基づいて内容情報信号Ｓiとして出力する。
【００９３】
そして、信号処理部７２は、ＶＴＲ７０から出力される上記記録情報Ｒに対応したタイム
コードＴt 及びメモリ７１から出力される内容情報信号Ｓi に基づき、タイムコードＴt 
を参照して上記部分記録情報Ｐr に対応するDSI情報信号Ｓdsi及びPCI情報信号Ｓpciを生
成して出力し、当該DSI情報信号Ｓdsi及びPCI情報信号Ｓpciがハードディスク装置７４に
一時的に記憶される。
【００９４】
以上の処理が記録情報Ｒ全体について実行される。
【００９５】
記録情報Ｒの全てについて上記の処理が終了すると、コントローラ７５は、ハードディス
ク装置７３から圧縮多重信ＳR読み出すとともにハードディスク装置７４からDSI情報信号
Ｓdsi及びPCI情報信号Ｓpciを読み出し、これらに基づいて付加情報ＤAを生成し、ハード
ディスク装置７４に記憶する。これは、各種制御信号中に、圧縮多重信号Ｓrの生成結果
によって内容が定まるものがあるからである。一方、コントローラ７５は、上記信号処理
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部７２、ハードディスク装置７３及びハードディスク装置７４の夫々の動作の時間管理を
行い、当該付加情報ＤAに対応する当該DSI情報信号Ｓdsi及びPCI情報信号Ｓpciをハード
ディスク装置７４から読み出して出力すると共に、圧縮多重信号ＳrとDSI情報信号Ｓdsi
及びPCI情報信号Ｓpciを時間軸多重するための情報選択信号Ｓccを生成して出力する。
【００９６】
その後、圧縮多重信号ＳrとDSI情報信号Ｓdsi及びPCI情報信号Ｓpciは、情報選択信号Ｓc
cに基づき、多重器７６により時間軸多重されて情報付加圧縮多重信号Ｓapとして出力さ
れる。なお、副映像情報が存在する場合には、図示されないＦＤ装置など他の手段によっ
て、信号処理部７２に入力され、画像、音声情報と同様に処理される。
【００９７】
そして、変調器７７は、出力された情報付加圧縮多重信号Ｓapに対してリードソロモン符
号等のエラー訂正コード（ＥＣＣ）の付加及び８－１６変調等の変調を施してディスク記
録信号Ｓmを生成し、マスタリング装置７８に出力する。
【００９８】
最後に、マスタリング装置７８は、当該ディスク記録信号Ｓmを光ディスクを製造する際
のマスタ（抜き型）となるスタンパディスクに対して記録する。そして、このスタンパデ
ィスクを用いて図示しないレプリケーション装置により、一般に市販されるレプリカディ
スクとしての光ディスク、即ちＤＶＤ１が製造される。
【００９９】
次に、第１及び第２動作禁止フラグ並びに第１及び第２選択禁止フラグをマスタディスク
に記録する記録装置Ｓ１の細部動作について説明する。
【０１００】
先ず、コントローラ７５により、キューシートＳＴにより入力された第１及び第２動作禁
止フラグ並びに第１及び第２選択禁止フラグのＰＧＣ毎のオンオフを指定する内容情報Ｓ
Iに基づき生成されたDSI情報信号Ｓdsi及びPCI情報信号に応じたタイミングで、付加情報
信号Ｓaを選択すべき旨の情報選択信号Ｓccが出力され、多重器７６は、付加情報信号Ｓa
側にスイッチされる。そして、第１動作禁止フラグ並びに第１及び第２選択禁止情報は、
ＰＧＣＩ内の第１動作禁止フラグ並びに第１及び第２選択禁止フラグを構成する付加情報
DAの一部として変調器７７に入力されて、更にディスク記録信号Ｓmの一部としてマスタ
リング装置７８に入力される。続いて、図１に示した１番目のＶＯＢを構成する最初のＶ
ＯＢＵのナビパック４１を構成する第２動作禁止フラグを含むＰＣＩデータが同様に変調
器７７に入力され、ディスク記録信号Ｓmの一部とされる。次に、コントローラ７５によ
り、圧縮多重信号Ｓrを選択すべき旨の情報選択信号Ｓccが出力され、多重器７６は、圧
縮多重信号Ｓr側にスイッチされ、このＶＯＢＵのビデオデータ、オーディオデータ、サ
ブピクチャーデータが情報付加圧縮信号Ｓapとして順次変調器７７に入力される。この動
作が複数のＶＯＢＵについて繰り返し行われ、更に複数のＶＴＳについて繰り返される。
【０１０１】
以上の結果、本実施の形態によれば、ＰＧＣＩ内に設けられた第１動作禁止情報内にＰＧ
Ｃ単位で情報再生装置の特定動作を動作毎に夫々許可又は禁止する複数の第１動作禁止フ
ラグが構築されており、同じくＰＧＣ単位で情報再生装置の特定動作を動作毎に禁止又は
許可する第２動作禁止フラグが各ＰＣＩデータの内部に夫々構築されており、ＰＧＣＩ内
に設けられたストリーム選択禁止情報内にＰＧＣ単位で各オーディオ又はサブピクチャの
ストリームの選択を夫々許可又は禁止する複数の第１及び第２選択禁止フラグが構築され
ているマスタディスクを作成することができる。
【０１０２】
（III）再生装置の実施の形態
次に、上記の記録装置Ｓ1によりＤＶＤ１に記録された情報を再生するための再生装置の
実施の形態を、図１２から図１６を用いて説明する。
【０１０３】
始めに、図１２を用いて、実施の形態の再生装置の構成及び動作について説明する。
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【０１０４】
図１２に示すように、実施の形態に係る再生装置Ｓ2は、読取手段の一例を構成するピッ
クアップ８０と、復調訂正部８１と、ストリームスイッチ８２及び８４と、トラックバッ
ファ８３と、システムバッファ８５と、デマルチプレクサ８６と、ＶＢＶ（Video Buffer
 Verifier）バッファ８７と、ビデオデコーダ８８と、サブピクチャバッファ８９と、サ
ブピクチャデコーダ９０と、混合器９１と、オーディオバッファ９２と、オーディオデコ
ーダ９３と、ＰＣＩバッファ９４と、ＰＣＩデコーダ９５と、ハイライトバッファ９６と
、ハイライトデコーダ９７と、入力部９８と、ディスプレイ９９と、システムコントロー
ラ１００と、ドライブコントローラ１０１と、スピンドルモータ１０２と、スライダモー
タ１０３とにより構成されている。なお、図１２に示す構成は、再生装置Ｓ2の構成のう
ち、映像及び音声の再生に関する部分のみを記載したものであり、ピックアップ８０及び
スピンドルモータ１０２並びにスライダモータ１０３等のサーボ制御するためのサーボ回
路等は従来技術と同様であるので、記載及び細部説明を省略する。本実施の形態では、復
調訂正部８１と、ストリームスイッチ８２及び８４と、トラックバッファ８３と、システ
ムバッファ８５と、デマルチプレクサ８６と、ＶＢＶ（Video Buffer Verifier）バッフ
ァ８７と、ビデオデコーダ８８と、サブピクチャバッファ８９と、サブピクチャデコーダ
９０と、混合器９１と、オーディオバッファ９２と、オーディオデコーダ９３と、ＰＣＩ
バッファ９４と、ＰＣＩデコーダ９５と、ハイライトバッファ９６と、ハイライトデコー
ダ９７とから再生手段の一例が構成されている。更に、入力部９８から指定手段の一例が
構成されており、システムコントローラ１００から制御手段の一例が構成されている。
【０１０５】
次に、全体動作を説明する。
【０１０６】
ピックアップ８０は、図示しないレーザダイオード、偏向ビームスプリッタ、対物レンズ
、光検出器等を含み、ＤＶＤ１に対して再生光としての光ビームＢを照射すると共に、当
該光ビームＢのＤＶＤ１からの反射光を受光し、ＤＶＤ１上に形成されている情報ピット
に対応する検出信号Ｓpを出力する。このとき、光ビームＢがＤＶＤ１上の情報トラック
に対して正確に照射されると共に、ＤＶＤ１上の情報記録面で正確に焦点を結ぶように、
図示しない対物レンズに対して従来技術と同様の方法によりトラッキングサーボ制御及び
フォーカスサーボ制御が施されている。
【０１０７】
ピックアップ８０から出力された検出信号Ｓpは、復調訂正部８１に入力され、復調処理
及び誤り訂正処理が行われて復調信号Ｓdmが生成され、ストリームスイッチ８２及びシス
テムバッファ８５に出力される。
【０１０８】
復調信号Ｓdmが入力されたストリームスイッチ８２は、ドライブコントローラ１０１から
のスイッチ信号Ｓsw1によりその開閉が制御され、閉のときには、入力された復調信号Ｓd
mをそのままスルーしてトラックバッファ８３に出力する。一方、ストリームスイッチ８
２が開のときには、復調信号Ｓdmは出力されず、不要な情報（信号）がトラックバッファ
８３に入力されることがない。
【０１０９】
復調信号Ｓdmが入力されるトラックバッファ８３は、ＦＩＦＯ（First In First Out）メ
モリ等により構成され、入力された復調信号Ｓdmを一時的に記憶すると共に、ストリーム
スイッチ８４が閉とされているときには、記憶した復調信号Ｓdmを連続的に出力する。ト
ラックバッファ８３は、ＭＰＥＧ２方式における各ＧＯＰ毎のデータ量の差を補償すると
共に、インターリーブドユニットＩＵに分割されたデータの読み取りの際等に、上記のシ
ームレス再生におけるトラックジャンプに起因して不連続に入力される復調信号Ｓdm連続
的に出力し、当該不連続による再生の中断を解消するためのものである。
【０１１０】
連続的に復調信号Ｓdmが入力されるストリームスイッチ８４は、デマルチプレクサ８６に
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おける分離処理において、後段の各種バッファがオーバーフローしたり、逆に空になって
デコード処理が中断することがないように、システムコントローラ１００からのスイッチ
信号Ｓsw2により開閉が制御される。
【０１１１】
一方、トラックバッファ８３と並行して復調信号Ｓdmが入力されるシステムバッファ８５
は、ＤＶＤ１をローディングしたときに最初に検出され、ＤＶＤ１に記録されている情報
全体に関するビデオマネージャーやＶＴＳ３のコントロールデータ等（図１参照）を蓄積
して制御情報ＳCとしてシステムコントローラ１００に出力すると共に、情報再生中に必
要に応じて上記ナビパック４１毎のＤＳＩパケット５１を一時的に蓄積し、システムコン
トローラ１００に制御情報ＳCとして出力する。
【０１１２】
ストリームスイッチ８４を介して復調信号Ｓdmが連続的に入力されたデマルチプレクサ８
６においては、当該復調信号Ｓdmから映像情報、音声情報、副映像情報及びナビパック４
１毎のＰＣＩパケット５０を分離し、ビデオ信号Ｓv、副映像信号Ｓsp、オーディオ信号
Ｓad並びにＰＣＩ信号Ｓpcとして、夫々ＶＢＶバッファ８７、サブピクチャバッファ８９
、オーディオバッファ９２及びＰＣＩバッファ９４に出力する。なお、復調信号Ｓdmには
、音声情報又は副映像情報として複数の言語が別のストリームとして含まれている場合が
あるが、その場合には、システムコントローラ１００からのストリーム選択信号Ｓlcによ
り所望の言語が夫々選択されてオーディオバッファ９２又はサブピクチャバッファ８９に
出力される。
【０１１３】
ビデオ信号Ｓvが入力されるＶＢＶバッファ８７は、ＦＩＦＯメモリ等により構成され、
ビデオ信号Ｓvを一時的に蓄積し、ビデオデコーダ８８に出力する。ＶＢＶバッファ８７
は、ＭＰＥＧ２方式により圧縮されているビデオ信号Ｓvにおける各ピクチャ毎のデータ
量のばらつきを補償するためのものである。そして、データ量のばらつきが補償されたビ
デオ信号Ｓvがビデオデコーダ８８に入力され、ＭＰＥＧ２方式により復調が行われて復
調ビデオ信号Ｓvdとして混合器９１に出力される。
【０１１４】
一方、副映像信号Ｓspが入力されるサブピクチャバッファ８９は、入力された副映像信号
Ｓspを一時的に蓄積し、サブピクチャデコーダ９０に出力する。サブピクチャバッファ８
９は、副映像信号Ｓspに含まれる副映像情報を、当該副映像情報に対応する映像情報と同
期して出力するためのものである。そして、映像情報との同期が取られた副映像信号Ｓsp
がサブピクチャデコーダ９０に入力され、復調が行われて復調副映像信号Ｓspdとして混
合器９１に出力される。
【０１１５】
なお、副映像信号Ｓspが、メニュー画面を構成して表示するために必要な、枠、選択ボタ
ン等を構成するための映像情報を含んでいる場合には、システムコントローラ１００から
のハイライト制御信号Ｓchに基づき、表示すべき選択ボタン等の表示状態の変更を行って
出力する。
【０１１６】
ビデオデコーダ８８から出力された復調ビデオ信号Ｓvd及びサブピクチャデコーダ９０か
ら出力された復調副映像信号ＳSPD（対応する復調ビデオ信号Ｓvdとの同期が取れている
。）は、混合器９１により混合され、最終的な表示すべき映像信号Ｓvdとして図示しない
ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）等の表示部に出力される。
【０１１７】
次に、オーディオ信号Ｓadが入力されるオーディオバッファ９２は、ＦＩＦＯメモリ等に
より構成され、入力されたオーディオ信号Ｓadを一時的に蓄積し、オーディオデコーダ９
３に出力する。オーディオバッファ９２は、オーディオ信号Ｓadを対応する映像情報を含
むビデオ信号Ｓv又は副映像信号Ｓspに同期して出力させるためのものであり、対応する
映像情報の出力状況に応じてオーディオ信号Ｓadを遅延させる。そして、対応する映像情
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報と同期するように時間調整されたオーディオ信号Ｓadは、オーディオデコーダ９３に出
力され、所定のデコードが施されて復調オーディオ信号Ｓaddとして図示しないスピーカ
等に出力される。なお、アクセス直後の再生で一時的に音声を中断する（ポーズする）必
要があることが検出された場合には、システムコントローラ１００からポーズ信号Ｓcaが
オーディオデコーダ９３に出力され、当該オーディオデコーダ９３において一時的に復調
オーディオ信号Ｓaddの出力を停止する。
【０１１８】
更に、ＰＣＩ信号ＳPCが入力されるＰＣＩバッファ９４は、ＦＩＦＯメモリ等により構成
され、入力されたＰＣＩ信号Ｓpcを一時的に蓄積し、ＰＣＩデコーダ９５に出力する。Ｐ
ＣＩバッファ９４は、ＰＣＩ信号Ｓpcに含まれるＰＣＩパケット５０と当該ＰＣＩパケッ
ト５０が対応する映像情報、音声情報、副映像情報等とを同期させ、当該映像情報、音声
情報又は副映像情報等にＰＣＩパケット５０を適用させるためのものである。そして、Ｐ
ＣＩバッファ９４により対応する映像情報又は副映像情報等と同期したＰＣＩ信号Ｓpcは
、ＰＣＩデコーダ９５によりＰＣＩパケット５０に含まれるハイライト情報が分離され、
ハイライト信号Ｓhiとしてハイライトバッファ９６に出力されると共に、ＰＣＩパケット
５０のハイライト情報以外の部分がＰＣＩ情報信号Ｓpciとしてシステムコントローラ１
００に出力される。
【０１１９】
ハイライト信号Ｓhiが入力されるハイライトバッファ９６は、ＦＩＦＯメモリ等により構
成され、入力されたハイライト信号Ｓhiを一時的に蓄積し、ハイライトデコーダ９７に出
力する。ハイライトバッファ９６は、当該ハイライト情報のための映像情報が含まれてい
る副映像信号Ｓspに対応して、ハイライト情報に対応する選択項目の表示状態の変更が正
確に行われるための時間軸補償を行うためのバッファである。そして、時間軸補償が行わ
れたハイライト信号Ｓhiは、ハイライトデコーダ９７においてデコードされ、当該ハイラ
イト信号Ｓhiに含まれる情報が復調ハイライト信号Ｓhidとしてシステムコントローラ１
００に出力される。ここで、システムコントローラ１００は、当該復調ハイライト信号Ｓ
hidに基づき、ハイライト情報による表示状態の変更を行うべく、上記のハイライト制御
信号Ｓchを出力することとなる。
【０１２０】
システムコントローラ１００は、システムバッファ８５から入力される制御情報Ｓc、Ｐ
ＣＩデコーダ９５から入力されるＰＣＩ情報信号Ｓpci及びリモコン等の入力部９８から
入力される入力信号Ｓinに基づき、それらの信号に対応した正しい再生を行うために上記
のスイッチ信号Ｓsw2、ストリーム選択信号Ｓlc、ポーズ信号Ｓca、ハイライト制御信号
Ｓchを出力すると共に、再生装置Ｓ2の動作状況等を表示するために表示信号Ｓdpを液晶
表示装置等のディスプレイ９９に出力する。
【０１２１】
更に、システムコントローラ１００は、上記制御信号Ｓc又は前述のＤＳＩデータ等によ
り、シームレス再生のためにサーチ等のトラックジャンプの処理が必要であることを検出
したときには、ドライブコントローラ１０１に対して、当該トラックジャンプの処理に対
応するシームレス制御信号Ｓcslを出力する。
【０１２２】
そして、シームレス制御信号Ｓcslが入力されたドライブコントローラ１０１は、スピン
ドルモータ１０２又はスライダモータ１０３に対して駆動信号Ｓdを出力する。この駆動
信号Ｓdにより、スピンドルモータ１０２又はスライダモータ１０３は、光ビームＢが再
生すべきＤＶＤ１上の記録位置に照射されるようにピックアップ２を移動させる（図１２
破線矢印参照）と共に、ＤＶＤ１の回転数をＣＬＶ（線速度一定）制御する。これと並行
して、ドライブコントローラ１０１は、ピックアップ２が移動中であり復調訂正部８１か
ら復調信号Ｓdmが出力されないときには、シームレス制御信号ＳCSLに基づきスイッチ信
号Ｓsw1を出力し、ストリームスイッチ８２を開とすると共に、復調信号Ｓdmが出力され
始めると、ストリームスイッチ８２を閉成して復調信号Ｓdmをトラックバッファ８３に出
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力する。
【０１２３】
本実施の形態では特に、図１３に示すように、システムコントローラ１００は、ユーザイ
ンタフェース制御部１００ａ及びプレーヤ制御部１００ｂを備えている。
【０１２４】
図１３において、ユーザインタフェース制御部１００ａは、入力部９８を介して入力され
た視聴者による動作命令が入力される。ユーザインタフェース制御部１００ａは、ソフト
ウエア的な又はハードウエア的なスイッチを備えており、ＤＶＤ１から再生された第１動
作禁止フラグ及び第２動作禁止フラグのうち少なくとも一方が、再生装置Ｓ２についての
、サーチ、スキャン、スロー、リバース、ポーズ等の予め定められた特定動作の禁止を指
示している場合には、その特定動作に対応する動作命令を視聴者が入力部９８を介して指
定した際に、そのスイッチを開状態とし、その動作命令をプレーヤ制御部１００ｂに伝達
しない。一方、禁止が指示されていない際には、そのスイッチを閉状態とし、その動作命
令をプレーヤ制御部１００ｂに伝達する。
【０１２５】
プレーヤ制御部１００ｂは、この動作命令がユーザインタフェース制御部１００ａのスイ
ッチを介して入力されると、その動作命令に応じた動作を行うように当該再生装置Ｓ２の
各部を制御する。従って、第１又は第２動作禁止フラグにより禁止された特定動作が行わ
れることはない。
【０１２６】
システムコントローラ１００は、再生装置Ｓ２の動作状態を示す動作状態レジスタを備え
ており、この動作状態レジスタは、サーチ、スキャン、スロー、リバース、ポーズなどの
情報再生装置の特定動作実行中の場合に夫々１にセットされる複数の特定ビットを有する
ように構成されてもよい。この場合、この特定ビットが１にセットされている時にのみ、
これに対応する特定動作を禁止する制御を行えばよい。
【０１２７】
更に、システムコントローラ１００は、各ＰＧＣの再生に先立ってPGCIに記述された第１
動作禁止フラグ（図４参照）を予め内蔵されたＲＡＭ等の記憶装置に格納するように構成
されている。従って、各ＰＧＣについて情報再生装置の特定動作が禁止されているか否か
をそのＰＧＣ内の実体的な映像情報等を再生する以前に判定できる。他方、第１及び第２
選択禁止フラグ（図９参照）については、各ＰＧＣの再生開始時に各ストリームの選択が
禁止されているか否かが判定される。
更に、本実施の形態においては特に、図１４に示すように、システムコントローラ１００
は、ストリーム制御部１００ｃを備えている。
【０１２８】
図１４において、ストリーム制御部１００ｃは、ＤＶＤ１から再生された第１及び第２選
択禁止フラグが、オーディオストリーム又はサブピクチャーストリームのうち幾つかのス
トリームの選択を禁止している場合には、選択が認められないようにする。或いは、その
禁止された選択に対応する選択肢を、例えばディスプレイ９９に表示するを選択メニュー
に表示しないようにする。視聴者により入力部９８を介して入力された視聴者によるスト
リーム選択命令は、ストリーム選択制御部１００ｃに入力される。このように、入力部９
８からストリーム選択命令を受けたストリーム制御部１００ｃは、禁止されていないスト
リームが選択された場合には、この命令に応じたストリーム番号をプレーヤ制御部に伝達
し、この選択されたストリームの再生が実行されるように構成されている。
【０１２９】
次に、上記再生装置Ｓ2の動作のうち、特に本発明に係るシステムコントローラ１００の
第１及び第２動作禁止フラグ並びに第１及び第２選択禁止フラグに基づくサーチ等の特定
動作の禁止並びにストリーム選択の禁止に係る動作について、説明する。
【０１３０】
先ず、再生装置Ｓ２のサーチ等の特定動作の禁止について図１５を参照して説明する。
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【０１３１】
図１５において、視聴者による動作命令の入力に先立って、システムコントローラ１００
は、各ＰＧＣの再生を開始する際に、そのコントロールデータが含むPGCIデータが有する
図４に示したような第１動作禁止フラグを予め読み込んで内部のＲＡＭ等の記憶装置に記
憶し、第１動作禁止フラグを予め得ておく。一方で、各ＶＯＢＵを再生する際には、各Ｖ
ＯＢＵ内における実体的な映像、音声及び副映像情報の再生に先立って、ＶＯＢＵ単位で
、そのナビパック内に記録された図６に示したようなＰＣＩデータを読み込み、第２動作
禁止フラグをリアルタイムで得る。
【０１３２】
この状態で、システムコントローラ１００は、サーチ、スキャン、スロー等の特定動作を
示す動作命令が、視聴者により入力部９８を介して操作入力されるのを待つ（ステップＳ
１１）。ここで、入力部９８において操作入力があると、動作命令を受け取り（ステップ
Ｓ１１；ＹＥＳ）、システムコントローラ１００は、第１動作禁止フラグを参照して、こ
の操作入力された特定動作についての第１動作禁止フラグが「１（オン）」であるか「０
（オフ）」であるかを各ＰＧＣの単位で判定する（ステップS１２）。ここで、第１動作
禁止フラグが「１」であれば、当該セルにおける操作入力された特定動作が禁止されてい
るので、この特定動作を行うことなく、ステップＳ１１へ戻り、次の操作入力を待つ。こ
の際、システムコントローラ１００による制御下で、例えば、「プライズ画面は、サーチ
不可！」、「スロー再生禁止！」という旨がディスプレイ９９上に表示されるようにして
もよい。一方、ステップＳ１２において、第１動作禁止フラグが「０」であれば、当該セ
ルにおける操作入力された特定動作が許可されているので、ステップS１３へ進む。シス
テムコントローラ１００による制御下で、当該操作入力されたサーチ等の特定動作が実行
される（ステップS１３）。なお、この実行の際に、実体的な映像情報等の再生に先立っ
て特殊動作の開始に係るＶＯＢＵ（例えば、サーチ先のＶＯＢＵ）に含まれる第２動作禁
止フラグが先ず再生され確認される。再生装置Ｓ２が正常に動作している限り第２動作禁
止フラグを参照する意義はなく、この第２動作禁止フラグは専ら保護的な意義を持つ。即
ち、再生装置Ｓ２のエラー等により、ピックアップ８０が、第１動作禁止情報によりサー
チ等の特定動作の禁止されたＰＧＣ内でその特定動作を行おうとしても、ＰＣＩを先ず再
生すれば、それに含まれる第２動作禁止フラグに基づいて、その特定動作を実体的な映像
情報等を再生する前に中止することができる。
【０１３３】
このように、本実施の形態によれば、第１動作禁止フラグをピックアップ８０の移動に先
立って参照することにより、サーチ先等に関係なく再生装置Ｓ２の特定動作を迅速且つ確
実に中止することができるので有利である。
【０１３４】
更に、本実施の形態によれば、アクセス可能な単位である各ＶＯＢＵ毎に設けられた第２
動作禁止フラグを参照することにより、仮に再生装置Ｓ２のエラー動作により、ピックア
ップ８０が現在どのＰＧＣ内に位置するのかが不明になったような場合にも、そのＰＧＣ
について禁止された特定動作を再生装置Ｓ２が実行することをリアルタイムで（即ち、ピ
ックアップ８０が再生を開始しようとする直前に）、阻止することができる。このような
第２動作禁止フラグを含むＰＣＩデータは、例えば、通常再生において、0.5秒毎に再生
されるので、当該第２動作禁止フラグを用いた動作禁止制御は、比較的迅速に行われる。
【０１３５】
このように第１及び第２動作禁止フラグにより、例えば、インタラクティブな教育用プロ
グラムやクイズの再生において、「問題」を見る前に「答え」を見てしまうといった行為
を確実に禁止でき、またシューティングゲームにおいて、スロー再生をしてしまうような
行為も確実に禁止し得る。
【０１３６】
次に、再生装置Ｓ２のオーディオまたはサブピクチャーのストリーム選択の禁止処理につ
いて図１６を参照して説明する。
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【０１３７】
図１６において、システムコントローラ１００は、予めストリーム番号ｎをディフォール
ト値として記憶している。ストリーム選択の際には先ず、ストリーム選択禁止情報（図９
参照）から、そのストリーム番号ｎに対応する選択禁止フラグを取得して（ステップＳ２
１）、そのストリーム番号ｎが第１又は第２選択禁止フラグにより禁止されているか否か
が判定される（ステップＳ２２）。ここで、禁止されていれば（ステップＳ２２：ＹＥＳ
）、そのＶＴＳにどれだけストリームが存在するかの情報を取得した後（ステップＳ２３
）、ストリーム番号ｎに“１”を加えてｎ＋１とし（ステップＳ２４）、再びストリーム
選択禁止情報（図９参照）から、そのストリーム番号ｎ＋１に対応する選択禁止フラグを
取得して（ステップＳ２５）、そのストリーム番号ｎ＋１が第１又は第２選択禁止フラグ
により禁止されているか否かが判定される（ステップＳ２６）。ここで、禁止されていれ
ば（ステップＳ２５：ＹＥＳ）、ステップＳ２４に戻り、次のストリーム番号について処
理が繰り返される。
【０１３８】
他方、ステップＳ２２又はＳ２６で、禁止されていなければ（ステップＳ２２又はステッ
プＳ２６：ＮＯ）、このときのストリーム番号にシステムコントローラ１００のパラメー
タがセットされ（ステップＳ２７）、この番号のストリームが選択される。
【０１３９】
以上のように、第１又は第２選択禁止フラグにより選択が禁止されたストリームについて
は、視聴者に選択の余地はないので、製作者の意図及び再生装置Ｓ２のパラメータ設定等
に基づいて、確実に視聴者にストリーム選択を実行させることができる。また、選択が禁
止されたストリームについてはディスプレイ上の選択メニュー中に表示しないようにすれ
ば、視聴者は、特に製作者がどんなストリームの選択を禁止したか等を全く意識せずに、
簡単にストリームの選択を行える。
【０１４０】
以上詳細に説明したように、本実施の形態によれば、製作者は、ＤＶＤを介して容易に再
生動作に制限を加えたり、選択可能なストリームに制限を加えたりでき、更にこのように
適切な制限を加えられたＤＶＤを用いて視聴者にとっても好ましいインタラクティブな再
生が行われる。
【０１４１】
　以上夫々説明したように、本願の記録装置Ｓ１によれば、後に再生装置Ｓ２において、
これらの第１動作禁止フラグを実体的な記録情報の再生に先立って再生すれば、当該第１
動作禁止フラグに基づいて、製作者が禁止を意図した特定再生動作を視聴者が再生装置Ｓ
２に実行させようとしても、その動作の実行を迅速且つ確実に阻止できる。
【０１４２】
　また、本願の再生装置Ｓ２によれば、第１動作禁止フラグが実体情報の再生に先立って
再生されるので、この第１動作禁止フラグに基づいて、製作者が禁止を意図した特定動作
を視聴者が入力部９８を介して実行することを確実に阻止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態としてのＤＶＤにおけるデータの物理的構成を示す概念図
である。
【図２】図１のＤＶＤにおけるデータの論理的構成を示す概念図である。
【図３】図１のＤＶＤにおけるインターリーブドユニットの構成を示す概念図である。
【図４】図１のＤＶＤに設けられた第１動作禁止情報を示す表である。
【図５】図４の第１動作禁止情報のデータ構造を示す概念図である。
【図６】図１のＤＶＤに設けられたＰＣＩのデータ構造を示す表である。
【図７】図６のＰＣＩ内の第２動作禁止情報のデータ構造を示す概念図である。
【図８】ストリームの論理的な構成を示す概念図である。
【図９】図１のＤＶＤに設けられたストリーム選択禁止情報を示す表である。
【図１０】図９のストリーム禁止情報中の第１及び第２選択禁止情報のデータ構造を示す
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概念図である。
【図１１】本発明の他の実施の形態としての図１のＤＶＤを記録するための情報記録装置
のブロック図である。
【図１２】本発明の他の実施の形態としての図１のＤＶＤを再生するための情報再生装置
のブロック図である。
【図１３】図１２の情報再生装置の備えたシステムコントローラの詳細な構成を示す一つ
のブロック図である。
【図１４】図１２の情報再生装置の備えたシステムコントローラの詳細な構成を示す他の
ブロック図である。
【図１５】図１２の情報再生装置による特定動作の実行を示すフローチャートである。
【図１６】図１２の情報再生装置によるストリーム選択を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１…ＤＶＤ
２…ビデオマネージャ
３、６３…ＶＴＳ
１０…ＶＯＢ
１１…コントロールデータ
２０…セル
３０…ＶＯＢユニット
４１…ナビパック
４２…ビデオパック
４３…オーディオパック
４４…サブピクチャパック
５０…ＰＣＩパケット
５１…ＤＳＩパケット
６０…プログラム
６１、６１Ａ、６１Ｂ…ＰＧＣ
６２…タイトル
７０…ＶＴＲ
７１…メモリ
７２…信号処理部
７３…ハードディスク装置
７４…ハードディスク装置
７５…コントローラ
７６…多重器
７７…変調器
７８…マスタリング装置
８０…ピックアップ
８１…復調訂正部
８２、８４…ストリームスイッチ
８３…トラックバッファ
８５…システムバッファ
８６…デマルチプレクサ
８７…ＶＢＶバッファ
８８…ビデオデコーダ
８９…サブピクチャバッファ
９０…サブピクチャデコーダ
９２…オーディオバッファ
９３…オーディオデコーダ
９４…ＰＣＩバッファ
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９５…ＰＣＩデコーダ
９６…ハイライトバッファ
９７…ハイライトデコーダ
９８…入力部
９９…ディスプレイ
１００…システムコントローラ
１０１…ドライブコントローラ
１０２…スピンドルモータ
１０３…スライダモータ
２０２…第１動作禁止フラグ
２１２…第２動作禁止フラグ
４０２…第１選択禁止フラグ
４０３…第２選択禁止フラグ
Ｓ1 …記録装置
Ｓ2 …再生装置
ＤＫ…光ディスク
ＳＴ…キューシート

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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